
2007年度 小委員会活動成果報告 
（2008年 2月 14日作成） 

小委員会名 田園空間計画小委員会 
主 査 名：川嶋雅章 

就任年月：2006年 4月 
所属本委員会 

（所属運営委員会） 
農村計画委員会 委員長名：伊藤庸一 

設 置 期 間    2006年 4月  ～  2008年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

委員会活動としては、事例地区での公開研究会を開催し、問題意識を明確にし、

設置目的である総合性、地域性を踏まえた持続可能な地域（農村と都市）の空間

形成のための田園空間計画論を検討する。 

・旧ラ－バンデザイン小委員会成果の出版物を完成させ、成果の公表を行う。 
委員公募の有無：有 

委員構成 
（委員名（所属）） 

川嶋雅章（明治大）・高橋隆博（地域・建築設計工房）・藤沢直樹（日本大）・岩田俊二（三

重短大）・浦上健司（（株）インテージ）・漆原浩雄（ポラン地域計画研究室）・蟹江好弘（足

利工業大）・神田徳蔵（東京理科大）・岸本充弘（Inflection Net）・斎尾直子（筑波大）・

齋藤雪彦（千葉大）・鈴木要（読売東京理工専門学校）・三国政勝（千葉大） 

設置WG 
（WG名：目的） ラ－バンデザイン出版WG：旧ラーバンデザイン小委員会成果の出版 

2007年度予算 125,000円 ホームページ公開の有無：有 

委員会 HPアドレス：http://news-sv.aij.or.jp/nouson/s0/ 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      6回（WGおよび年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 

１．『ラーバンデザイン－「都市×農村」のまちづくり』 
（技報堂出版、174 p.、2007年 8月） 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会   

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．当初目的の出版物を刊行することができた。 

２．成果の公表として研究会を開催し、設置目的である地域性を踏まえた持続可

能な地域（農村と都市）の空間形成のための計画論を検討することができ、

「ラ－バンデザイン」のまちづくりに向けた今後の方向性を明らかにした。

委員会活動の問題点 
・課題 

１．出版に向けたWG活動が主で、小委員会活動がやや低迷した。 
２．出版物刊行に当たり成果の公表として研究会「ラ－バンデザイン「都市×農

村」のまちづくり」を開催したが、開催場所（東大柏キャンパス）とピ－ア

ル不足で参加者が少なかった（参加者数 27名）。 
 


